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ロシアの地名について⑴

――ヴラヂーミル市のゴドニーミヤ の
形成過程に関する問題――

A.A.カチャーロヴァ ・寺 田 吉 孝

人々の生活は，地名すなわちトポーニム （ギリシャ語の topos「場所」とonoma「名」

から成り立っている単語）によってあらわされる様々な場所と密接に関係している。その地名

の総体はトポニーミヤ と呼ばれている。

地名学（トポニーミカ ）は，固有名詞学（オノマースチカ ）の中で最

も研究されてきた分野である。地名学が研究対象とする地理的対象の名称はいくつかのグルー

プに分類され，それぞれに術語があてがわれている。

･ギドローニム ；自然あるいは人工のあらゆる水源の名称；例えば

「クリャジマ川」， 「ネルリ川」

･オイコーニム ；居住地区の名称；例えば， 「ヴラヂーミル市」，

「ユーリエヴェツ町」

･ミクロオイコーニム ；個々の建物の名称；例えば， 「ホワイトハ

ウス」

･アグロオーニム ；農地，畑，庭園などの名称；例えば， 「ドゥルージ

バ庭園」， 「ムラフキン家菜園」

･オローニム ；山，谷などの名称；例えば， 「ストゥジョーナヤ丘」，

「ストレレーツキィ谷」

･ドゥリモーニム ；森，林などの名称；例えば， 「ソーセンカ林，

「ヤムスコーイ森」

･ドゥロモーニム ；道の名前；例えば， 「ペキーンカ道，

「モスクワ―ニージニィ・ノヴゴロド道」
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(てらだ よしたか）開発研究所研究員，北海学園大学人文学部教授

ゴドーニム （通り，大通り，横町などを表す地名）の総体

固有名詞を研究する言語学の一つの分野；その中には，地名学以外に，人名学 ，テオニーミカ

（神を表す固有名詞を研究対象とする），フレマトニーミカ （文化財を表す固有名詞

を研究対象とする）などがある。
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･アゴローニム ；広場，市場などの名称；例えば， 「勝利広場」，

「中央市場」

･ホローニム ；区，街区，墓地などを含む都市の土地の部分；例えば，

「スターロエ（古い）墓地」

･ゴドーニム ；通り，大通り，横町，並木道，河岸通りを含む都市におけるさまざま

な通りの名称，日本の「～町（ちょう）」と同じように住居表示として用いられる；例えば，

「平和通り」， 「ヴェールフニャヤ・ドゥブローヴァ通

り」

本稿では，対象をゴドーニムに絞って考察を試みる。まず，ヴラヂーミル市という人口30万

人程度のヨーロッパ・ロシアの小都市のゴドーニムを考察することにより，ロシア全土のゴドー

ニムを把握する手掛かりを見つけたい。

ロシアの古都の一つであるヴラヂーミル市のゴドーニムは数百年の間に形成された。そのゴ

ドーニムは，ヴラヂーミル市の歴史と文化において極めて大きな影響を与えている。

旧市街には，約100の通りがある。これらの通りの名称は，都市の成長と共に徐々に形成さ

れてきた。17世紀以前の文献では，固有名詞であることをまだほとんど感じさせない名称が見

受けられる。例えば，ある通りは，「城砦内の中にある教会の敷地内の聖堂のそば」と呼ばれて

いた。その土地の特徴を名称に反映させるというこの原則は，後の時代においても，正確さと

的確さを加えながら，主要な原則として残っている 。

17世紀以降は，隣接する教会の名称をもとにした通りの名称が現れる。例えば，トゥローイ

ツカヤ教会 の近隣には，トゥローイツカヤ通り や，トゥロー

イツコ・ナゴールナヤ通り などがあった。また，通りの所在地の自然

地理学的条件が反映された名称も存在していた。ナゴールナヤ通り ，ストゥ

ジョーナヤ丘通り などは，ヴラヂーミル市の地形の特徴を伝えている。さら

に，職人達が従事していた手工業の名がその居住地区に付けられ，現在に至るまで，その名の

まま残り，その地域の歴史を垣間見ることができる地名もある。例えば，ゴンチャールナヤ通

り 「陶工通り」にはゴンチャール 「陶工（複数）」が，プロートニツ

カヤ通り 「大工通り」には，プロートニキ 「大工（複数）」が住ん

でいた。

また，多くの通りは，その名称の中に，都市での社会生活を反映させている。例えば，旧市

街最大の通りには，ドゥヴォリャーンスカヤ通り（貴族通り） という名称が

与えられた。ボリシャーヤ・メッシャーンスカヤ通り（大町人通り） やマー

は，「丘の上の，山上の」の意味の形容詞 の女性単数主格形

は，「とても寒い」の意味の形容詞 の女性単数主格形

「貴族」の形容詞
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ラヤ・メッシャーンスカヤ通り（小町人通り） といった通りもある。

また，その土地や屋敷を所有している居住者の名字から作られた名称を有している通りも多く

ある。例えば，コズローフ土塁 をその例として挙げることができる。18世紀初期，

城下の商工業者の一人アレクセーイ・フョードロヴィチ・コズローフ

が所有していた庭園がこの土塁に隣接していたことから，このように呼ばれた。さらに，ヴ

ラヂーミルが豊かな緑，庭園の多さを誇っていたということは，クラースナヤ通り（美しい通

り） ，ゼリョーナヤ通り（緑の通り） ，サドーヴァヤ通り（庭

園通り） といった名称の中にも記憶されている。

通りの名称を含むロシアのほとんど全ての地名は，歴史的，地理的，言語的情報を複合的に

含む歴史的記念碑の性格を有していた。しかし，大きな変化がヴラヂーミルの歴史の新しい時

期，20世紀初頭に起こった。特に1917年の革命後の10年間は，多くの地名学者によって，地

名学のカタストロフィーと呼ばれている。20年代から30年代にかけては，市街の通りの大量の

改称が始まった。そしてその結果，都市の地名システム全体が次第に崩壊し，ロシア文化やロ

シア語の規範から見て全く異質な名称が取り込まれるようになった。

この時期，コムソモール やピオネーリヤ といった社会主義のレアリヤ

と関係のある象徴的な名称が現れる。例えば，コムソモール通り ，ピオ

ネール通り など。約80％の通りが改称されたが，それらは，党や国家の活

動家を記念して，さらに，第２次世界大戦後は戦争英雄たちを記念して行われた 。ヴラヂーミ

ルの地図には，M.V. フルンゼ ，アレクサーンドル・マトローソフ

，オレーグ・コシェヴォーイ などの名を冠した通りが登場した。

地名のイデオロギー化と政治化は際限のない改称を続けた。その際，地名からは，町らしさ，

町の独特の要素が奪われていった。約70％のロシアの都市には，ソヴィエト通り

とか，第３インターナショナル通り といった通りが登場

する。さらに，その命名に際しては，その通りと名称の間には何らの関係も見出すことができ

ず，全く任意に行われたとしか考えられない。このようにして，政治とイデオロギーのヴラヂー
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「町人」の形容詞

「土塁」を 「通り」と同じように，町名として用いるのは，ヴラヂーミル市では，コズローフ土塁

のみ

は，「赤い」という意味の形容詞 の女性単数主格，ここでは古ロシア語の時代の「美しい」

という古い意味で用いられている

は，「緑の」という意味の形容詞 の女性単数主格

は，「庭園の」という意味の形容詞 の女性単数主格

共産主義青年同盟

共産主義少年団

は，「コムソモールの」という意味の形容詞 の女性単数主格

は，「ピオネール（共産主義少年団員）の」という意味の形容詞 の女性単数主格
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ミルの地名への根拠なき，資格なき介入の結果，ゴドーニムは，その基本的な機能を果たすこ

とができなくなった。すなわち，ゴドーニムは，対象となる場所を個別化し，都市環境の中で

正確に空間的位置確認させることができなくなったのである 。

しかし，ヴラヂーミルの人々の記憶には，ヴラヂーミルの通りの歴史的名称が留まっていた

のである。そして，1980年代初めから，地名研究者の間では，都市の歴史・文化的特徴を反映

する古い名称の復活の必要性についての議論が交わされ始めた。このようにして，1980年代中

頃からは，ヴラヂーミルの「地名復元」が始まる。

ソ連邦崩壊前後から，ヴラジーミルの地図の上にも，人々の実際の会話の中にも，ヴラヂー

ミルの通りの古い名称が再び現れるようになっている。資料１にあるように，1990年以降，ゲ

オールギエフスカヤ通り ，ヴォズネセーンスカヤ通り

など，多くの歴史的名称が復活している。このことは，ヴラヂーミルを愛し，ロシアの歴史・

文化におけるヴラヂーミルの独自の意義を評価する人々にとって素晴らしい贈り物だろう。物

質的な文化記念物が破壊されたのとは異なり，歴史的な地名は，復活させることが可能である。

時間的・空間的存在権を地名に戻すだけでよいのである。

ロシアの著名な作家コンスタンチーン・パウストーフスキィ の次の

言葉はおそらく正しいであろう。「名称は尊重しなければならない。どうしても名称を変えなけ

ればならない場合であっても，国家についての知識と国家への愛情を持ち，学問的に正しく事

を運ばなければならない。そうしなければ，名称は言葉のゴミくず，悪趣味の温床と化し，そ

れらの名称を考え出した人々の無教養をさらしだすことになる」。

ヴラヂーミル市では，古い名称への回帰は現在も続いてはいるが，その速度は衰えてきてい

る。資料２にあるヴラヂーミル市議会によって承認された「復活させるべき歴史的名称」のほ

とんどは，現在に至るまで復活していない 。ヴラヂーミル市内の通りには，レーニンも，ジェ

ルジンスキーも，赤軍も，スヴェルドロフも生きている。ソ連邦崩壊後，時が経つにつれ，社

会主義の時代を歴史の一ページとして記憶に留めようとする思いが生まれ始め，社会主義の時

代の地名を歴史的名称に戻すことに躊躇している。70年というのは，長い年月である。

インターネット百科事典『バーチャルシティ・ヴラヂーミル』

（http://vgv.avo.ru/index.htm）というサイトには，現在のヴラヂーミル市の通りの名の一覧があ

る。それによれば，資料２の「復活させるべき歴史的地名」の内，40の に代わり，

（ ではなく）となっただけである。
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資料１．ヴラヂーミル市の復活した歴史的名称（通り，町の名）一覧

１．第21回ヴラヂーミル市議会第３会期決議（1990年９月19日）

現在の名称（革命前の名称と同じ) 以前の名称（革命後に変更された名称)

１.

２.

３.

４.

５.

６.

２．第21回ヴラヂーミル市議会第14会期決議（1991年９月18日）

現在の名称（革命前の名称と同じ) 以前の名称（革命後に変更された名称)

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

９.

10.

３．ヴラヂーミル市行政府長官決議第1212号（1995年９月13日）

命令書第1948号による確認（1997年12月17日）>

現在の名称（革命前の名称と同じ) 以前の名称（革命後に変更された名称)

１.

２. III

３.

資料２．ヴラヂーミル市地名復元計画によって復活させるべき歴史的名称（通り，町の名）一覧

第21回ヴラヂーミル市議会第14会期承認（1991年９月18日）

1991年９月18日現在の名称（革命後に改称) 復活させるべき歴史的名称

１.

２.

３.

４.

５.

６.

７.

８.

の革命前の名称は なので， が歴史的名称とは言い難い。
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